
審議会等の会議結果報告 

１．会議名 津市行財政改革推進委員会の委員に係る委嘱式及び第１回

会議 

２．開催日時 平成１８年６月７日（水） 
午前１０時から午前１１時４０分まで 

３．開催場所 津市本庁舎４階庁議室 

４．出席した者の氏名 

（津市行財政改革推進委員会委員） 
井ノ口委員、宇野委員、鈴木委員、千原委員、中井委員、

中村委員、中山委員、二神委員、山口委員 
（事務局） 
松田市長、渡邉助役、藤原助役、宮武市長公室長、小菅財

務部長、葛西市長公室次長、酒井行政経営課長、溝田担当

副主幹、山下担当副主幹、森主査、臼井主査 

５．内容 

(1) 津市行財政改革推進委員に係る委嘱式 
(2) 市長あいさつ 
(3) 委員長の選出について 
(4) 市長からの当推進委員会への諮問について 
(5) 当推進委員会の運営について 
(6) 津市の概要について 
(7) その他 

６．公開又は非公開 公開 
７．傍聴者の数 ０人 

８．担当 
市長公室行政経営課行政経営担当 
電話番号 ０５９－２２９－３２７３ 
Ｅ-mail  229-3273@city.tsu.lg.jp 

 
・議事の内容   下記のとおり 
 
 
市長公室長   津市行財政改革推進委員会の委員に係る委嘱式及び同推進委員会の第１

回会議を開催する。 
 
行政経営課長  津市行財政改革推進委員会の委員に係る委嘱式を執り行う。 
 
市 長     市長から各委員に委嘱状を交付する。 
 
行政経営課長  赤塚委員の欠席を報告する。 

事項２として市長のあいさつをお願いする。 
 

市 長     最初に、委員のみなさんへ、今回参加していただいたお礼を述べる。 
10 市町村の大きな合併をへて、非常に厳しい財政状況の下、今後の津市

づくりに係る行財政改革に対するみなさんの様々な意見を頂くことの期待

の旨を述べる。 
 



行政経営課長  事項３の委員長の選任を「津市行財政改革推進委員会条例第５条」より

説明し、選任方法について諮る。（事務局一任の声あり） 
事務局より委員長の推薦させていただく旨の了解を求める。（異議なし

の声あり） 
委員長については、中山委員様を推薦する。（異議なしの声あり） 

 
中山委員長   委員長席に移り、あいさつをする。 
 
行政経営課長  事項４の市長から当推進委員会委員長に対しまして「津市の行財政改革

の推進に関する重要事項」の諮問したい旨を述べる。 
 
市 長     委員長へ諮問書を手渡す。 
 
行政経営課長  市長が所用のため退席する旨を述べる。 
 
市 長     委員のみなさんへ審議のお願いする旨を述べ、退席する。 
 
行政経営課長  会議の進行を委員長にお願いする旨を述べ、その前に、本日の市側の出

席者の紹介をする。 
 
中山委員長   会議の開催を述べ、各委員の自己紹介をお願いする。 
 
各委員     自己紹介を行う。 
 
中山委員長   市長から頂いた津市の行財政改革の推進について（諮問書）を読み上げ

る。（各委員に諮問書写しを配布） 
事項５の当推進委員会の運営について事務局からの説明を求める。 

 
行政経営課長  「津市行財改革推進委員会条例」の第５条第３項について、委員長が御

不在の場合の職務代理について説明する。 
これに基づき委員長に職務代理者の指名をお願いする。 

 
中山委員長   職務代理者の指名について、職務代理者の就任を井ノ口委員に求める。 
 
井ノ口委員   了解する。 
 
中山委員長   了解を頂いたので、委員長が不在の場合の職務代理者については、井ノ

口委員にお願いする。 
 



行政経営課長  引き続き、当推進委員会の運営について、説明をする。 
当条例第２条の所掌事務（本市の行財政改革の推進に関する重要事項を

調査審議する）を説明する。 
任期は２年で、本年は、数回お集まりいただき、新津市の行財政改革に

係る基本的な考え方を整理した行財政改革大綱等の策定及び総務省より策

定が求められているより具体的と事項を盛り込んだ集中改革プランの策定

についての御意見を頂く旨についての説明をする。 
また、現在、市内部において、両助役を本部長、副本部長する行財政改

革推進本部を設置し、関係部長等から構成する「事務事業検討部会」「民間

活用検討部会」「定員管理検討部会」「財政運営検討部会」の４つの専門部

会を編成し、各種課題の検討等を行っており、当推進委員会の会議へ資料

等を提示していく旨の説明をする。 
補足として、行財政改革大綱の主要事項である電子自治体の構築につい

て、別途情報企画課（電子自治体計画構築策定会議）において作業を行っ

ており、本部には位置づけはいないが、電子自治体計画構築策定会議をこ

の部会の１つとして捉えていくことの説明をする。 
 
中山委員長   次に、会議の公開について、皆さんの御意見を求める。 

 お手元にも資料の津市情報公開条例第２３条では、地方自治法第１３８

条の４第３項の規定に基づき設置する審議会等の附属機関の会議は、公開

するものとする。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合であって、

当該審議会等において当該会議に関し公開しない旨の決定をしたときは、

この限りでない。 
 本推進委員会の会議は、この附属機関の会議に該当しますが、ここで申

す各号とは、１つは「会議において、不開示情報が含まれる事項について

審議、審査、調査等を行う場合。」２つ目は「会議を公開することにより、

その公正かつ円滑な議事運営に著しい支障が生ずると認められる場合。」と

されている。 
本推進委員会の内容は、基本的にはこのうちのいずれにも該当しないも

のと考えることから、基本的には公開することとさせていただきたいと思

うが、いかがか。（異議なしの声あり） 
 
中山委員長   それでは、公開とさせていただくこととする。 

他に、事務局から何かあるか。 
 
行政経営課長  会議録と会議録への署名について、会議録については、事務局において

要旨を記述させていただくこととする。議長を除き、委員名簿の順に毎回、

出席委員２名の方に会議録への署名をお願いしたい。（異議なしの声あり） 
 



中山委員長   本日の会議に関する署名については、名簿の順に井ノ口委員、二神委員

にお願いたしたい。 
次回からも、会議において、指名させていただく。 
それでは、次の事項の「津市の概要」について、事務局に説明をお願い

する。 
 
行政経営課長  ビデオ及び資料に基づき津市の概要を説明する。 
 
財務部長    資料に基づき津市の財政状況を説明する。 
 
中山委員長   津市の概要・財政状況の説明で御質問等があればどうぞ。 
 
山口委員    津市として、行財政改革に関する指標となるものは。 
 
行政経営課長  資料となるものを準備しているところであるが、よく規模を検討するや

り方としては、面積や人口などがよく似た、いわゆる類似団体において職

員がどの部門で多いのかとかお金の使い方などの比較をすることである。 
また、最近では、いろんな先進的なところだと、行政の事務事業の評価

や住民の参画等で効率的な運営行っているところを参考に業務の進め方等

を判断していきたいと思っている。 
 
鈴木委員    全国レベル、地方都市の水準を示していただきたい。適正とは、言葉で

は分かるが、具体的に何が適正であるか、例示していただければより分か

りやすいと思われる。 
 
宇野委員    指標を示すのはなかなか難しいと思われるが、単純に数字だけを足した

ものでなく、１０市町村の合併という特異なケースであることなども加味

し、また、合併の経緯も考慮していただきたい。 
 
行政経営課長  おっしゃるとおりだと思う。最初にも申しましたが、よく比較するやり

方として、類似団体との比較が上げられる。 
合併した津市においては、宇野委員がおっしゃったように広大な市域で

行政サービスを行うことから、面積、人口等だけではなかなか類似とはあ

てはまらない場合がある。従って、全国的なものを比較する中で、津市の

現在置かれている状況なり現状を加味しつつ津市に相応しい目標をたてて、

また具体的な数字も提示していきたいと思っている。 
 
鈴木委員    今後議論する上で、比較するものがないと漠然となるので、ひとつのた

たき台として御提示していただきたい。 



 
行政経営課長  詳しい資料については、随時提供させていただいて御議論いただきたい

と思っている。 
 
中山委員長   質問ですが、本日用意していただいた資料など、提供していただきたい

資料などがある場合は、事務局へ連絡をすればいいのでしょうか。 
 
行政経営課長  事務局の方へご連絡いただければ、用意させていただき、みなさんに提

供させていただく。 
 
井ノ口委員   ２つほどお願いを。 
        １つは、類似団体との比較を横軸、合併した市町村の合併前の行財政状

況の縦軸とし、それぞれの合併構成市町村の合併前の状況を比較する。ま

た、その状況はバブルが起こる前と後ではかなり行財政運営が変わってく

るので、バブル前の状態がどのようであったか資料を揃え、分析すること

もいいのではないか。 
そして、それぞれの合併構成市町村の合併前の状況を住民に理解しても

らうことも必要ではないかと思う。 
もう 1 つは、改革には職員全体の努力及び協力が必要であることから、

今後この委員会での内容等を全職員の方に認識をしてもらうために庁内メ

ール等を利用した庁内情報公開というものを行っていただきたい。 
 
中山委員長   他になければ、時間の関係もございますので。 

それでは、最後になるが、事項の７、その他といたしまして、事務局、

何かあるか。 
 
行政経営課長  今後の会議の日程について、現在のところ会議は、年内１１月ごろまで

に数回の開催を予定しており、時期的には７月中・下旬、８月下旬、１０

月の上旬、１１月の上旬を予定している。 
できるだけ早い段階で予定の方を調整させていただく。 

 
中山委員長   日程等について何か御意見はないか。 
 
委 員     次回の日程の概略でも教えていただきたい。いつ頃開催予定か。 
 
行政経営課長  事務局で想定しているには、７月の１７日、２４日の週当たりで調整さ

せていただきたいと考えている。また、みなさまから複数の日程を頂戴い

たしまして、連絡をさせていただきたい。 
 



委 員     次回も午前中か。 
 
行政経営課長  基本的には午後１時３０分ぐらいから２時間程度で行いたいと思ってい

る。 
 
中山委員長   他に、何かございましたら、どなたでも、御遠慮なくどうぞ。 

なければ、最後に、渡邉助役から一言、お願いする。 
 
渡邉助役    終わりのあいさつを述べる。 
 
委員長     本日は、長時間にわたり、ありがとうございました。会議を終了する。 
 
 
 
 
 


